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　松山の先人や文化に関
する心に響くエピソード
をまとめた教材集です。
一話が10～14ページ程度
で、気軽に松山ゆかりの
先人の足跡や文化に親し
むことができ、市立図書館
で見ることができます。

先人と文化の読み物教材

「語り継ぎたい
 ふるさと松山 百話
　　　　 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」

中学生連載企画

私たちの
ふるさと
松山学

　興
居
島（
現
在
の
由
良
町
）

に
生
ま
れ
た
宮
本
武
之
輔
は

家
計
を
助
け
る
た
め
に
沿
岸

航
路
客
船
の
少
年
給
仕
を
し

て
い
ま
し
た
が
、向
学
心
に
燃

え
る
彼
は
地
元
の
篤
志
家（
慈

善
心
の
あ
る
人
）で
あ
る
宮
田

兵
吉
の
援
助
を
得
て
上
京
し
、

東
京
の
中
学
校
に
入
学
。高

等
学
校
を
経
て
東
京
帝
国
大

学
土
木
工
学
科
を
首
席
で
卒

業
し
ま
し
た
。

　内
務
省
入
省
後
は
荒
川
、

利
根
川
と
い
っ
た
日
本
の
代

表
的
な
河
川
で
現
場
責
任
者

と
し
て
改
修
に
手
腕
を
ふ
る

い
、特
に
信
濃
川
で
堰
が
陥

没
し
た
際
に
は
、復
旧
の
責

任
者
と
し
て
尽
力
し
ま
し
た
。

　業
務
の
一
方
で
は
、コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
関
す
る
研
究
で
工

学
博
士
号
を
取
得
。ま
た
、こ

れ
ま
で
の
河
川
改
修
な
ど
の

経
験
と
研
究
の
成
果
を
ま
と

め『
治
水
工
学
』を
発
表
し
ま

し
た
。さ
ら
に
は
東
京
大
学
教

授
と
し
て
学
生
の
指
導
に
も

あ
た
り
ま
し
た
。

　私
た
ち
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
、
国
の
土
木
技
術
者
と
し
て
全
国

の
災
害
復
旧
や
補
助
、
河
川
改
修
の
指
導
に
奔
走
し
偉
大
な
功
績
を
残
し

た
宮
本
武
之
輔
に
つ
い
て
３
年
生
で
ま
と
め
ま
し
た
。

№５

興居島中学校み
や
も
と
た
け 

の 

す
け

ほ
ん
そ
う

宮本武之輔生誕地碑除幕式（平成27年4月15日）

せ
き

宮
本
武
之
輔
最
大
の
功
績
、
信
濃
川
可
動
堰
。
地
元
新
潟
県
燕
市
と
は
、
武

之
輔
の
功
績
を
き
っ
か
け
に
現
在
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

第Ⅰ巻に宮本武之輔を収録

武之輔さんへのメッセージ

前列左から、石本 真大さん、加藤 虹輝さん、杉野 祐衣さん、
栗田 夢葉さん、山岡 萌美さん。後列左から、石本 雄基さん、
徳丸 歌哉さん、栗原 愛実さん、谷岡 七桜さん

※

※古川さんの話＝同校で行われた、「宮本武之輔を偲び顕彰する会」古川副会長の講話
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「愛顔つなぐえひめ国体」
リハーサル大会続々開催!

え 　 が お

問愛顔つなぐえひめ国体・えひめ大会松山市実行委員会事務局（国体総務課
内）☎909―7843・FAX909―7850・HPhttp://www.matsuyamacity-kokutai.jp/

　
県
総
合
運
動
公
園
弓
道
場
で

行
わ
れ
た
今
大
会
に
は
、
全
国

か
ら
選
手
・
監
督
な
ど
約
３
０

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
１

チ
ー
ム
３
人
の
選
手
で
構
成

し
、
28
㍍
先
の
的
を
狙
い
、
制

限
時
間
内
に
１
人
１
回
ず
つ
4

射
し
て
的
中
数
を
競
う「
近
的
」

競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
応
援
に
駆
け
付
け
た
観
客
か

ら
は
、
１
射
成
功
す
る
ご
と
に

「
よ
ー
し
！
」
と
い
う
大
き
な

歓
声
が
あ
が
る
と
と
も
に
、
礼

　
県
勢
は
惜
し
く
も
予
選
敗

退
で
し
た
が
、
国
体
に
向
け

て
し
っ
か
り
選
手
強
化
を
し

て
い
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン
を
中

心
に
若
い
選
手
に
も
が
ん

　
県
武
道
館
で
行
わ
れ
た
今
大

会
は
小
学
生
・
中
学
生
男
子
、

中
学
生
女
子
の
部
に
分
か
れ
て

行
わ
れ
、
中
四
国
か
ら
選
手
・

監
督
な
ど
約
１
０
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
県
内
外
か

ら
約
１
５
０
０
人
の
観

客
が
詰
め
掛
け
、
選
手

た
ち
の
熱
い
試
合
に
大

き
な
声
援
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
新
田
高
等

学
校
柔
道
部
の
生
徒
が

補
助
員
を
務
め
た
ほ
か
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
が
大
会
運
営

に
携
わ
り
ま
し
た
。
ま

た
国
体
の
リ
ハ
ー
サ
ル

と
し
て
競
技
の
進
行
手

順
な
ど
が
ひ
と
つ
ひ
と

つ
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
え
ひ
め
国
体
に
向
け
て
、

県
・
市
を
は
じ
め
「
チ
ー
ム
愛

媛
」
で
選
手
強
化
、
大
会
運

営
の
準
備
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
国
体
で
は
全
チ
ー
ム
優

勝
を
目
指
し
、
県
民
の
皆
さ
ん

の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

な
結
果
を
残
し
た
い
で
す
。
選

手
た
ち
に
は
国
体
、
ひ
い
て
は

世
界
を
視
野
に
羽
ば
た
き
、
県

の
柔
道
を
盛
り
上
げ
て
ほ
し

い
で
す
。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
チ
ー

ム
を
入
賞
に
導
く
こ
と
が
で

き
ず
悔
し
い
で
す
。
自
分
も

将
来
国
体
に
出
場
で
き
る
よ

う
、
ま
ず
は
目
の
前
の
県
総

体
を
勝
ち
抜
き
、
全
国
大
会

で
い
い
結
果
を
残
す
こ
と
を

目
標
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
え

ひ
め
国
体
に
は
県
勢
の
活
躍

を
見
に
応
援
に
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

国
体
は
多
く
の
人
に
弓
道
を
知
っ
て
も
ら
う
チ
ャ
ン
ス

「
チ
ー
ム
愛
媛
」で

国
体
に
臨
む

将
来
は
選
手
と
し
て

国
体
の
舞
台
に

県弓道連盟会長
渡邊　豊さん

県柔道協会会長
河野　賢嗣さん

竹本　舜選手
（久米中３年）

節
・
平
常
心
・
和
・
反
省
と

い
っ
た
倫
理
性
を
追
求
す
る
弓

道
特
有
の
緊
張
感
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
決
勝
は
、
住
友
ゴ

ム
工
業
（
宮
崎
）
が

高
知
銀
行
（
高
知
）

に
大
接
戦
の
末
勝

利
。
白
熱
し
た
戦
い

に
会
場
か
ら
は
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　
大
会
で
は
判
定
結

果
の
発
表
や
矢
の
回

収
、
選
手
の
誘
導
な

ど
、
市
内
の
多
く
の

高
校
生
が
運
営
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
な
お
県
勢
で
は
中
学
生
男
子

の
部
で
津
島
中
（
宇
和
島
市
）

が
優
勝
し
、
大
会
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

弓 道

柔 道

大接戦となった決勝戦の様子

技をかける久米中・永井選手

大会をサポートする高校生

ば
っ
て
も
ら
い
、
運
営
と
し

て
も
本
大
会
ま
で
選
手
た
ち

を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
。

　
国
体
が
盛
り
上
が
れ
ば
、

弓
道
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
う
チ
ャ
ン
ス
。
大
会
を

き
っ
か
け
に
弓
道
を
始
め
る

人
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

ハンドボール（成年男子）
期間  ８月６日㈯～９日㈫
内容  第21回ジャパンオープ
ンハンドボールトーナメント
会場  総合コミュニティセンター体育
館（湊町七丁目）、北条スポーツセン
ター体育館（大浦）
剣道
期間  ８月21日㈰
内容  国民体育大会  第37回
四国ブロック大会剣道競技
会場  県武道館（市坪西町）

会場で声援を送ろう
リハーサル大会（８月）

陸上
期間  ８月27日㈯～28日㈰
内容  第64回四国陸上競技
選手権大会
会場  県総合運動公園陸上競技場
（上野町）
新体操
期間  ８月28日㈰
内容  国民体育大会  第37回
四国ブロック新体操予選大会
会場  県総合運動公園体育館
（上野町）

まつやまえがおサポーターズ募集中！

　国体運営を支える松山市ボランティア「まつやまえがお
サポーターズ」に参加して国体を一緒に盛り上げましょう。

活動期間  えひめ国体の競技開催日
※リハーサル大会の募集は終了しました
内容  競技会場での受け付けや弁当の配布、ドリンクサービ
スや環境美化
対象  個人の申し込みは平成17年４月１日以前に生まれた人。
団体の申し込みは平成23年４月１日以前に生まれた人で構成
定員  2,000人（先着順）
申し込み  随時。直接または郵送、ファクス、ホームページで、
登録申込書（支所、市民サービスセンター、公民館、実行委
員会事務局ホームページにあり）を〒790―0001一番町四丁
目２NTTコム松山ビル６・７階  愛

え

顔
がお

つなぐえひめ国体・え
ひめ大会松山市実行委員会事務局へ
※応募時点で18歳未満の人は保護者の同意書が必要なため、
申し込みは直接または郵送に限る

※詳細は愛顔つなぐえひめ国体・えひめ大会松山市実行委員会事務局ホームページをご覧く
ださい

平成29年に開催される
「愛

え

顔
がお

つなぐえひめ国体」
に向けて、松山市で実施
される競技のリハーサル
大会が行われています。

第
63
回
全
日
本
勤
労
者

弓
道
選
手
権
大
会

６
月
11
・
12
日
開
催

第
22
回
マ
ル
ち
ゃ
ん
杯

中
国
・
四
国
少
年
柔
道
大
会

６
月
26
日
開
催

http://www.matsuyamacity-kokutai.jp/

